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公共交通を中心とした都市基盤の強化による市民が快適に暮らせる都市づくり（防災・安全）

仙台市

通学路等における歩道の整備や自転車利用環境の整備、道路の無電柱化を行い、安全・安心な道路空間を形成する。

市道 青葉通線 市道 鉄砲町榴ヶ岡線

整備前

整備後

整備後

※引き続きR1以降は「安全で安心な市民の生活を支えるみちづくり」にて歩行空間の整備等を実施する。

てっぽう まち つつじがおか

駐停車の多い第一車線を削減し
歩道を拡幅

標準断面図（前後）

整備前

あおば どおり

青葉通社会実験2019～青葉通芝生ひろばプロジェクト（2019 .11月実施）

安心して歩行できる幅員を確保

仙台を代表するケヤキ並木によるシンボルロードとして
安全・安心な歩行空間確保のための幅員再構成を実施

拡幅整備した歩道を活用し、青葉通まちづくり協議会主催による
様々なイベント開催や利活用促進に向けた社会実験を実施

青葉通一番町駅を中心とした都市空間の賑わいや回遊性が向上
エリア全体のまちづくり活性化により快適な都市環境が創出

仙台駅東口駅前広場や駅北部東西自由通路へのアクセス機能を持つとともに
榴岡小学校の通学路としての歩行空間の安全性が求められる当路線にて

無電柱化事業を実施

安全・安心な道路空間として都市基盤が整備されたことにより
隣接建物の更新や商業施設等の立地誘導が図られ

多様な機能を有した魅力的で快適な都心居住空間を形成

歩道狭小

景観阻害




















































